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ゲーテ『西東詩集』
──「ズライカの巻」の一つの読み方（1）──
野　 口　　 薫
『西東詩集』中，最も多くの詩を擁し，質的にも詩集全体の頂点をなす
のが，「ズライカの巻」である。この巻に収められている詩の大部分は，
1815 年 5 月から 10 月に至るゲーテの第二回ライン・マイン地方滞在中
に成立した。オリエント風の装いを持つ遊戯的な仮面劇として始まるハー
テムとズライカの恋の背後には，60 代も後半に入るゲーテと 30 代の人妻
マリアンネ・ヴィレマー（1784?～1860）との間に生まれて深まりはした
ものの所詮は結ばれ得ない恋があった。ゲーテは生身の人間としての恋と
別離から生まれたこれらの詩を，老年の叡智，諦念，諧謔の産物である語
法，文体，様式に包み込み，さらには成立の順序とは異なる仕方で詩を配
置して「ズライカの巻」という一巻にまとめた。そこには友人の妻である
マリアンネ，および一国の国務大臣という要職にある自身，双方の立場を
考えざるを得ない人間としての配慮と並んで，否，ひょっとするとそれ以
上に，詩人としての美意識と構成意志が働いていたと考えられる。
そのため，小栗浩氏が言う通り，「ズライカの巻」の読み方には大きく
見て二つの方向がある。第一は，この巻を「ゲーテがこの書のために読者
に望んだやり方」，すなわち，「彼がこの書を編集したそのままの形で読む
こと」であり，第二は，この巻の中から「直接ゲーテとマリアンネに関係
のあるものを取り出し，さらにほかの巻に置かれているものを取り入れ，
それらを成立の順に並べ，もっぱらゲーテとマリアンネの体験の告白とし
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てこれらの詩をとらえようとする」読み方，この巻をつまりはゲーテとマ
リアンネの「リーベスロマン（Liebesroman）」として読もうとする読み
方である1）。シュタイガー風の「内在的解釈」か，あるいは実証的な「伝
記的解釈」かという問いと言っても良かろう。『西東詩集』のように，体
験から生まれつつそれが極限まで昇華された文学となっているゲーテ晩年
の詩を読もうとするとき，これは依然として容易に答えの出しにくい難し
い問いである。だが一方の読み方だけが正しく他方の読み方が誤っている
ということではないであろう。
私はこの稿においては，文学の背後にあった伝記的事実を明らかにして
きたゲーテ学者たちの研究成果に感謝しこれを参照しつつも，基本的には
第一の道を取って，「ズライカの巻」を「ゲーテがこの書を編集したその
ままの形で」読みたい。そしてそこから読み取れる限りにおいて，詩集構
成上のゲーテの芸術的意図と美意識を探り，考えてみたいと思う2）。
A．「ズライカの巻」の構成
Birus 編の Klassiker 版（1994）をもとに，「ズライカの巻」所収の詩
のタイトルまたは最初の行（と Klassiker の頁）を掲げ，それぞれの詩の
成立年月日を調べて表にしてみると，以下のようになる。大部分は上述の
第二回ライン・マイン地方滞在中（より正確には出発の当日 5 月 24 日，
9 月中旬からのフランクフルト／ゲルバーミューレ滞在中および 9 月末
ハイデルベルクでのマリアンネとの再会時，そして 10 月のワイマルへの
出立の日まで）に書かれている。
しかしそれらの詩は成立の順番とは異なって並べられた上，注目すべき
ことに，この夏よりもかなり以前に──まるで来るべき恋とそれが齎す世
界の変貌を予感するように，あるいはそれを招き寄せようとでもするよう
1）　小栗浩：「『西東詩集』研究─その愛を中心として」。P. 26～30.
2）　Monika Lemmel らの研究に大きな示唆を得た。
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に──書かれた 7 篇の詩（＊）によって明確な枠組みを与えられ，さら
には，1815 年秋以降（もっとも遅いものは 1818 年）に書かれた 13 篇の
詩（＊＊）が適所に挟み込まれて作者の構成意志を感じさせるものとなっ
ている。（表中，　　は 1815 年夏より前，　　は 1815 年夏より後の成立を
示す。内 1819 年の初版には収められず，1820~27 年の Neuer Divan に
収められたものは，太字で表示した。）
表題または最初の行 頁 成　立
Ich gedachte… 73 Ende Januar 1815 ＊
1 Einladung 74 31.12.1814 ＊
2 Dass Sulaika von Jussuff 74 24.05.1815
3 Da du nun Sulaika heissest 74 〃
4 Hatem (Nicht Gelegenheit...) 75 12.09.1815
5 Suleika (Hochbeglückt...) 76 16.09.1815
6 Der Liebende wird... 76 26.10.1815
7 Sulaika (Als ich auf dem Euphrat...) 77 17.09.1815
8 Hatem (Dies zu deuten...) 77 17.09.1815
9 Kenne wohl der Männer Blicke 78 12.12.1817 ＊＊
10 Gingo biloba 78 15.09.1815
11 Suleika (Sag du hast wohl viel...) 79 22.09.1815
12 Hatem (Ja! Von mächitig...) 79 〃
13 Suleika (Die Sonne kommt! ...) 79 〃
14 Hatem (Der Sultan konnt’ es, ...) 80 〃
15 Komm Liebchen, komm! 80 17.02.1815 ＊
16 Nur wenig ist’s was ich... 81 17.03.1815 ＊
17 Hätt’ ich irgend wohl Bedenken... 82 17.02.1815 ＊
18 Die schön geschriebenen... 82 21.09.1815
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19 Lieb’ um Liebe, Stund’ um Stunde 84 25.09.1815
20 Suleika (Volk und Knecht und...) 84 26.09.1815
21 Hatem (Kann wohl so seyn! so...) 84 20.09.1815
22 Hatem (Wie des Goldschmieds...) 85 10.10.1815
23 Mädchen (Singst du schon...) 85 〃
24 Hatem (Bräunchen komm! ...) 86 〃
25 Mädchen (Dichter will so gerne...) 86 〃
26 Hatem (Nur wer weiß...) 87 〃
27 Mädchen (Merke wohl, du hast...) 87 〃
28 Hatem (Locken! Haltet mich...) 87 30.09.1815
29 Suleika (Nimmer will ich dich...) 88 〃
30 Laß deinen süßen Rubinenmund 88 bis Juni 1818 ＊＊
31 Bist du von deiner Geliebten... 88 31.011.1816 ＊＊
31＊ Mag sie sich immer ergänzen Juli 1820 ＊＊
32 O! daß der Sinnen doch so viele... 88 bis Juni 1818 ＊＊
33 Auch in der Ferne dir so nah! 391 Juli 1820 ＊＊
34 Wie sollt’ ich heiter bleiben... 89 01.10.1815
35 Wenn ich dein gedenke, ... 89 09.10.1815-06.1818 ＊＊
35＊ Buch Suleika
Neuer 
Divan 392
Juli/Auguat 1819 ＊＊
36 An vollen Büschelzweigen... 90 24.09.1815
37 Suleika (An des lust’gen Brunnen...) 90 22.09.1815
38 Hatem (Möge Wasser springend...) 91 〃
39 Suleika (Kaum daß ich dich...) 91 Heidelberg, 07.10.1815
40 Hatem (Ach, Suleika, soll ich’s... 91 〃
41 Suleika (War Hatem lange doch...) 92 〃
42 Behramgur, sagt man, hat den... 92 03.05.1818 ＊＊
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43 Deinem Blick mich zu bequemen 93 09.10.1815
44 Suleika (Was bedeutet die...) 93 23.09.1815
45 Hochbild (Die Sonne, Helios...) 94 Weimar 07.11.1815 ＊＊
46 Nachklang 95 Weimar, 05.11.1815 ＊＊
47 Suleika (Ach! Um deine feuchten...) 95 26.09.1815
48 Wiederfinden 96 24.09.1815
49 Vollmondnacht 98 24.10.1815
50 Geheimschrift 98 Heidelberg, 21.09.1815
51 Abglanz 99 09.10.1815
52 Suleika (Wie! Mit innigstem...) 100 23.12.1815 ＊＊
52＊ Laß den Weltspiegel Alexandern: 405 Sommer 1818 ＊＊
53 Die Welt durchaus ist lieblich... 101 Weimar, 07.02.1815 ＊
54 In tausend Formen magst du... 101 16.03.1815 ＊
上の表から分かるように，1815 年 1 月終わり頃成立の短詩， 
”
Ich 
gedachte...“（「夢に月を見んと思いしが」）がモットーとして置かれ， 
”
Einladung“（「招待」，1814 年 12 月）が詩集の冒頭を飾る。
”
Komm, Liebchen, komm !“（「おいで，いとしき者よ」，1815 年 2 月）， 
”
Nur wenig ist’s was ich...“（「わたしが望むのはごくわずか」，1815 年 3
月），
”
Hätt’ ich irgend wohl Bedenken...“（「わずかでも疑うだろうか，わた
しは？」，1815 年 2 月）の三つが中ほど近く置かれて最初の頂点を形作
る。
そして，二つの美しい詩 
”
Die Welt durchaus ist...“（「世界はどこまで
も」，1815 年 2 月）および 
”
In tausend Formen...“（「千の形をとって」，
1815 年 3 月）が，「ズライカの巻」の詩集の最後に置かれて，「愛の眼差
しで見られた」ときの世界の美しくも輝かしい変貌を歌う。
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こうして「ズライカの巻」は 1815 年夏以前（より正確には 1814 年
12 月から 1815 年 3 月まで）に成立した七つの詩によって，巻の冒頭，
ひとつの頂点，そして掉尾が作られ，くっきりした枠組みを与えられてい
るのである。
他方，1815 年秋以降に書かれた詩が織り込まれている位置とその意味
付けに関しては一言では片付かないので，それぞれに即して論じたい。
以上を踏まえた上で，私なりに「ズライカの巻」の構成を考え，次のよ
うに八つの部分に分けてじっくり読んで行きたい。（以下，便宜上，詩に
番号を付す。）
Ⅰ：モットー
Ⅱ：1．招待
Ⅲ：2～10　ハーテムとズライカ，対話劇の始まり
Ⅳ：11～19　ハーテムとズライカ，小さな嫉妬から恋の最初の頂点へ
Ⅴ：20～27　疑念，少女たちとの戯れ
Ⅵ：28～35　二つ目の頂点，別離の予感
Ⅶ：35＊～42　恋する者の間の近さと遠さ
Ⅷ：43～48　三つ目にして最後の頂点
Ⅸ：49～52＊　余韻
Ⅹ：53～54　　世界は美しい
B．「ズライカの巻」を読む
Ⅰ．モットー
Ich gedachte in der Nacht
Daß ich den Mond sähe im Schlaf;
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Als ich aber erwachte
Ging unvermutet die Sonne auf.
わたしは思っていた，夜，
夢の中で月を見ているのだと。
だが目を覚ましてみると
思いもかけず陽が高く昇っていた。
1814 年冬以来，ゲーテはハーフィスの詩や『コーラン』の他にも東洋
に関するさまざまの文献3）を読み，オリエント世界に浸って，そこから素
材を取った「七人のねむり人」，「遁走」，「護符」など，後に『西東詩集』
において重要な意味を持ついくつもの詩を書いて来ていた。上の短詩もオ
スマンのズルタン，セリム一世（1467-1520） の 2 行詩の Diez による独
訳4）を 4 行詩に移し替えたものである。
こ の 2 行 詩 に 関 し て Diez は， 
”
Mond und Sonne heißen hier die 
Schöne oder Geliebte in der Schönheit abgestuft wie beide Gestirne.“（月
と太陽はここでは美女もしくは恋人を二つの天体のように段階づけたも
の）と注を付し，後にハマーとの論争の中で言葉を追加し， 
”
Kurz der 
3）　H. F. von Diez, : Buch des Kabus oder Lehren des persischen Königs Kjekjawus 
für seinen Sohn Ghilan Shach. Ein Werk für alle Zeitalter aus dem Türkisch-Per­
sisch-Arabischen übs. u. durch Abhandlungen u. Anm. erläutert v. Heinrich Fried­
rich von Diez, Berlin 1811; Ders.: 
”
Denkwürdigkeiten von Asien in Künsten und 
Wisschenaften, Sitte, Gebräuchen und Alterthümern, Religionen und Regierungsver­
fassung aus Handschriften und eigenen Erfahrungen gesammelt“, Th, 1: Berlin 1811, 
Th.2: Berlin u. Halle 1815; B. d’ Herbelot: 
”
Bibliothéque Orientale, ou Dictionaire 
Universel Contenant Généralment Tout ce qui regarde la connoissance des Peuples 
de l’Orient (…)“, Paris 1697; Ders., 
”
Orientalische Bibliothek oder Universalwörter-
buch, welches alles enthält, was zur Kenntnis des Orients nothwendig ist“ 4 Bde, 
Halle 1785-1790 など
4）　上注の Denkwürdigkeiten…の中にゲーテが見出したもの。
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Dichter sahe beym Erwachen eine ganz andere Person, als ihm das 
Traumgesicht vorgebildet hatte.“（要するに，目を覚ましたとき詩人は，
夢が彼に見せていたのとはまったく異なる女性を眼前に見出した，という
意味だ）と結論していた（Diez-Hammr：
”
Unfug und Betrug in der mor­
genländlischen Literatur“）。ゲーテは Diez のこの解釈を念頭において上
の四行詩を書き，後に「ズライカの巻」のモットーとして置いたのだ，と
Birus は解説する（1180 f ）。これを字義通り取れば，このモットーは，
ゲーテにとって思いもかけなかったズライカ＝マリアンネの変容を暗示す
ることになるだろう。
しかしこの短詩は日本人読者の私には，突飛なようだが，百人一首で知
られる「朝ぼらけ有明の月と見るまでに吉野の里に降れる白雪」（坂上是
則，「古今集」冬 32 番）を連想させる。朝まだき，雪で美しく変容した
目の前の光景に驚き，夢と 現
うつつ
の 間
あわい
でそれに見とれている詩人の姿を彷彿
とさせるのだ。ゲーテの詩では陽がすでに高くのぼっているようではある
が，「ズライカの巻」をその最後に置かれた二つの美しい詩， 
”
Die Welt 
durchaus ist schön“（「 世 界 は ど こ も 美 し い 」） お よ び 
”
In tausend 
Formen...“（「千の形をとって君は」）まで読んでこの詩に戻ると，恋人の
女性自身というよりは，その女性への愛を経て，世界が見まがうほどに美
しく変容した様に目を見張っている 4 行と読む方が相応しいと思えるの
だが，どうであろうか。
Ⅱ：1．招待
Mußt nicht vor dem Tage fliehen,
Denn der Tag den du ereilest
Ist nicht besser als der heut’ge;
Aber wenn du froh verweilest
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Wo ich mir die Welt beseit’ge,
Um die Welt an mich zu ziehen;
Bist du gleich mit mir geborgen,
Heut ist heute, morgen morgen,
Und was folgt und was vergangen
Reißt nicht hin und bleibt nicht hangen.
Bleibe du, mein Allerliebstes,
Denn du bringt es und du giebst es.
今日の日から逃れるには及ばない
君が急ぎ向かおうとする新しい日も
今日という日より良いとは限らないからだ。
だが君が心晴れやかに，ここ，
わたしが世界を私の方にひきよせるために
世界を取り除き去ったこの場所に留まるならば，
君はわたしと同じくほっくりその中に包まれて安全だ。
今日は今日，明日は明日だよ，
そしてこの後に来ることも，もう過ぎ去ったことも，
引き浚うこともなければ，しつこく付き纏うこともない。
留まりたまえ，君，最愛の者よ，
というのもそれを齎すのも，それを与えるのも君なのだから。
この詩は，1814 年 12 月 31 日（Sylvester）に書かれた。日本風に言え
ば一年の最後の日に年の瀬の感慨，あるいは新しい年を前にしての思いを
述べた詩であり，「冬とティムール」，「遁走」，「七人の眠り人」，「お休み」
など，後に『西東詩集』の骨組みを作ることになる大きな詩を書き，オリ
エントを舞台とする一つの詩集をまとめようという決意がようやく固まっ
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て来ていたこの年の終わりに当たって，ある決意を語っている詩であるこ
とは確かである。
だがある決意とは何か，もう一歩進んで考えてみたい。『西東詩集』に
おいて，「ズライカの巻」は「ティムールの巻」の次に置かれている。「招
待」と題されたこの詩は，それゆえ，上に見た「モットー」の短詩を挟ん
で，「ズライカに寄す」という詩にすぐ続く形で置かれていることにな
る。この点に注目するならばこの詩は，「ズライカに寄す」に続いて，詩
人の，静かながら決然とした宣言になっていると思うのである。モスクワ
の冬の酷寒を前に敗退したナポレオンを彷彿させる長詩「冬とティムー
ル」の直後に置かれた 14 行の小さな詩「ズライカに寄せる」は，恋人に
捧げる「小さな一壜の香水」に託しつつ，そうした戦乱の世の現実に背を
向け，そこからは厳然と隔絶され確保されるべき愛と美の特別区を創り出
そうとする意志を述べていた5）。それに続くこの詩は，実は，ハーフィス
の詩（Buchstabe Eilf, I, S. 2）の次の一節に触発されて書かれている。
Wünschest du Ruhe Hafis,
Folge dem köstlichen Rath:
Willst du das Liebchen finden,
Verlaß die Welt und laß sie gehen.
安らぎを望むなら，ハーフィスよ
この貴重な教えに従うがいい，すなわち，
恋人を見出したいなら，世界を捨て
それが過ぎゆくに任せよ。
5）　野口薫：ゲーテ『西東詩集』。「ズライカの巻」の幕開きまでを老いと若返り
の観点から読む。（世界文学　No. 121 (2015.7)）， P. 9～21．
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『西東詩集』の詩人も安らぎを求め，恋人を見出したいと望む。それゆ
え彼はハーフィスの伝える教えに従って，ティムールやナポレオンの「世
界」とは決別し，これを「捨て」，「過ぎ行くに任せ」る。そしてそこから
隔絶したところに「安らぎ」を見出し得る一つの「世界」を自らに確保し
ようとする。そのようにして，「世界を引き寄せるために世界を捨て」去
り，そうして生じたその場所に，恋人を招じ入れようとするのだ。
詩人は決して夢や希望に溢れているわけではない。明日が今日よりも良
いことを齎し来年が今年より良い年になると信じる若さを彼はもう持って
はいない。その代わり，過去に囚われたり未来に引きずられたりして，今
この時を疎かにする愚かさも持ってはいない。加えて自分の世界を守る術
は自分で創り出さなくてはならないことも彼は知っている。若くはない詩
人の諦念であり，知恵であり，覚悟である。
その彼が「世界を引き寄せるために世界を取り去ったこの場所」とは，
つまりは，現実の外，時間や歴史の外にあってそれを超絶する「詩」の世
界である。「ドイツ人は感謝する」（Der Deutsche dankt）の中の言葉を思
い出すなら，詩の世界は，「詩人世襲の領土」であり，外の世俗世界の
諸々の掟の効力が及ばない，いわば治外法権の領域である。そこでは詩人
は自分の良心にのみ従って思うまま，無邪気に朗らかに振る舞うことがで
きる。詩人は彼の「最愛の者」である「君」をその領域の中に招き入れよ
うとしているのだ。ここで共に朗らかに時を過ごそう，と。「君」は前の
詩を受けて理想の恋人，美しきズライカであり，そしてズライカこそがこ
の領域に内容を齎し，詩人と共にそれを創り出しつつ，外界から護られて
生きる。そういう場所として詩人は「ズライカの巻」をこれから編もうと
するのである。
4 揚格トロヘウス 12 行から成るこの詩の前半 6 行は，a-bcbc-a とい
う韻形式になっている。2 行目から 5 行目までが bcbc と交代韻，この 4
行を 1 行目と 6 行目が韻を踏んで取り囲む，いわゆる「ブロック韻」を
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形成していて，安全な巣に守られるようなほっくりとした安心感（Gebor-
genheit）を伝える。それに比べて詩の後半は，dd-ee-ff と対句韻で磊落
に流し，巣の外の世界はいわば成るように成るがいいと言っているようで
ある。
Ⅲ．2～10 ハーテムとズライカ──対話劇の始まり
2～3．君の名はズライカ，わたしの名はハーテムとしよう。
こうして幾度か決意を固め，守りの外壁を巡らした後に，ようやく「ズ
ライカの巻」が本当に始まる。が，それにはもう一つ，仮面劇という装置
が必要であった。最初の二つの詩は，こんな風に想像して読んでみてはど
うだろうか。幕があがると仮面をつけた二人の人物が立っている。舞台右
手の人物は静かに立っているだけでまだ言葉を発しない。左手の人物が，
右手の人物に呼びかける形で語り出す。「君はズライカ，美しい若者ユス
フを愛したことで知られるあの女性と同じ名前だ」。二つ目の詩で彼は自
らに問う──「とすれば，わたしは何者であろう？何者と考えるのが良か
ろう？」
Daß Sulaika von Jusuff entzückt war
Ist keine Kunst,
Er war jung, Jugend hat Gunst,
Er war schön, sie sagen zum Entzücken,
Schön war sie, konnten einander beglücken.
Aber daß du, die so lange mir ertharrt war,
Feurige Jugendblicke mir schickst,
Jetzt mich liebst, mich später beglückst,
Das sollen meine Lieder preisen
Sollst mir ewig Sulaika heißen.
─ 67 ─
ズライカがユスフに魅了されたのは
当然のこと。
彼は若かったし，若さは寵愛に値する。
加えて彼は，聞くところによると，うっとりするほど美男だった。
彼女も美しかったから，ふたりは互いを幸福にできた。
だが君が，これほどにも長く待たれた君が，
燃えるような若い視線をわたしに送ってくれ，
今，わたしを愛し，後にはわたしを幸福で満たしてくれる，
その事こそを，わたしの歌は称えよう，
君は永遠にズライカという名前でいてくれ。
Da du nun Sulaika heißest
Sollt ich auch benamset seyn,
Wenn du deinen Geliebten preisest,
Hatem! Das soll der Name seyn.
Nur daß man mich daran erkennet,
Keine Anmaßung soll es seyn.
Wer sich St. Goergenritter nennet
Denkt nicht gleich Sanct Georg zu seyn,
Nicht Hatem Thai, nicht der Alles Gebende
Kann ich in meinem Armuth seyn,
Hatem Zograi nicht, der riechlichst Lebende
Von allen Dichtern, möcht’ ich seyn.
Aber beyde doch im Auge zu haben
Es wird nicht ganz verwerflich seyn:
Zu nehmen, zu geben des Glücks Gaben
Wird immer ein groß Vergrügen seyn.
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Sich liebend an einander zu laben
Wird Paradieses Wonne seyn. 
さて君がズライカという名前なら
わたしにも名前があって然るべきだね，
君が君の恋人を名前で呼べるように。
ハーテム！これをわたしの名前ということにしよう，
わたしのことを言っているのだと人にわかるようにね，
思い上がってのことではない，
聖ゲオルグの騎士を名乗るものが
自分を聖ゲオルグだと思っているわけではないのだから。
一切を分け与える者，ハーテムではあり得ない，
わたしはこんなに貧しいのだから。
詩人の中でもっとも裕福に生きたとされる
ハーテム・ツォーガイでもあり得ない。
だがこの二人を思いつつハーテムと名乗ったとしても
さほど非難されるには当たるまい。
幸福の贈り物を与え，また受けるのは
どんな時も大きな喜びであり，
互いに愛し合って気分も晴れやかになるのは
これぞ天国の悦びであろう。
この二つの詩は，1815 年 5 月 24 日，第二回ライン地方への旅の出発
の日，早くもワイマルとアイゼナッハの間で書かれている。ヒロインの名
はズライカ。これはもう動かないとしてその相手役には何という名を与え
ようか。若く美しいユセフの名はさすがに気が引けるので，西から来た老
詩人は躊躇いながらも裕福さあるいは気前の良さで知られる「ハーテム」
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の名を借りてこれを名乗る。詩は共に 4 行トロヘウスを一つ目の詩は二
つ，二つ目は 4 つ重ね，韻形式は一つ目は abbcc/addee と 1 行目，5 行
目を除きガーゼル風対句，二つ目の詩も abab/cbcb/dbdb/ebeb は，偶数
行は一貫して b（“seyn”），これを挟む奇数行はブロックごと aa/cc/dd/
ee と押韻する形でガーゼルに似せる。こうして東洋風の仮面をつけた二
人の間に，「互いに幸福の贈り物を与え，受けるのはどんな時も大きな悦
びであり，互いに愛し合って気分も晴れやかになるのは，これぞ天国の悦
びであろう」と歌い交わす，東洋風の遊戯的問答が始まるのである。
4～5．問答その（1）──機会はどろぼう？
HATEM
Nicht Gelegenheit macht Diebe,
Sie ist selbst der größte Dieb,
Denn sie stahl den Rest der Liebe
Die mir noch im Herzen blieb.
Dir hat sie ihn übergeben
Meines Lebens Vollgewinn,
Daß ich nun, verarmt, mein Leben
Nur von dir gewärtig bin.
Doch ich fühle schon Erbarmen
Im Garfunkel deines Blicks
Und erfre’un in deinen Armen
Mich erneuerten Geschicks.
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機会が泥棒を作るのではない，
機会自身が最大の泥棒なのだ。
というのも彼女（＝機会）はわたしの心に
残る最後の愛を奪ったのだから。
君に彼女はそれを手渡したのだ，
わたしが生涯かけて得た一切のものを。
わたしはすっかり貧しくなり，わたしの生を
君から与えてもらう他ない。
だが君の眼差しの輝きには
もうやさしい慈悲がある。
君の腕の中にあってわたしは
新たな運命のわたしを喜ぶのだ。
SULEIKA
Hoch beglückt in deiner Liebe
Schelt ich nicht Gelegenheit,
Ward sie auch an dir zum Diebe
Wie mich solch ein Raub erfreut!
Und wozu denn auch berauben?
Gieb dich mir aus freyer Wahl,
Gar zu gerne möcht ich glauben -
Ja! Ich bins die dich betahl.
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Was so willig du gegeben
Bring dir herrlichen Gewinn,
Meine Ruh, mein reiches Leben
Geb’ ich freudig, nimm es hin.
Scherze nicht! Nichts von Verarmen!
Macht uns nicht die Liebe reich?
Halt ich dich in meinen Armen,
Jedem Glück ist meines gleich. 
あなたの愛を受けて幸せいっぱいのわたしが
機会を叱ったりする気にはなれません。
機会があなたに盗みを働いたのなら
それはわたしには何と嬉しい盗みでしょう。
でもなぜ盗まなくてはならないのですか？
自由なお心からあなたをわたしに与えて下さい。
いいえ，むしろこう思いたいくらいですわ，
あなたを盗んだのはこのわたしなのです！
自ら進んで与えたものは
素晴らしい見返りを齎します。
わたしの安らかさ，わたしの豊かな生を
喜んで差し上げます，受け取ってください。
冗談をおっしゃらないでください，貧しくなるなどと！
愛はわたしたちを豊かにするのではありませんか？
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あなたをこの腕に抱くとき，
わたしのこの幸福にまさる幸福はありません。
詩 4 は 
”
Gelegenheit macht Diebe“（機会が泥棒を作る）という諺を
捻って，「いや，機会はどろぼうをつくるどころか，自身が泥棒でわたし
の心を奪ってあなたに与えてしまったのです」と訴える趣向のこの詩
（1815 年 9 月 12 日成立）は，ヴィレマー家の主婦として接待役を務める
マリアンネにゲーテが贈った，おそらく最初の詩とされる。俳句で言えば
「挨拶句」であり，社交的戯れとも取れるへりくだりの中にも相手への最
大の賛辞と好意を示す。
詩 5 においてハーテムの賛辞と好意を正面から受けとめたズライカは，
しかし，「幸せでいっぱいのわたしが機会を叱る理由はない，機会に感謝
したいくらいであり，盗んだと言うならむしろわたしがあなたの心を盗ん
だのです」と答え，責任をきっぱり自分に引き受ける。さらに「でもどう
して盗んだり盗まれたりする必要があるのですか，愛は自ら進んで与える
もの。そのとき愛は互いを無限に豊かにします」と述べて，「わたしの安
らぎ，わたしの豊かな生を喜んで差し上げます，受け取ってください」と
言う。ここは完全にズライカの機知と自立した心の勝利である。このあた
りから，abab の 4 行節を連ねる，一見，単純な構造の「ズライカ節」と
呼ばれる詩節が多くなる。しかし 4．における Diebe/Liebe, Dieb/blieb，
geben/Leben, Gewinn/bin，Erbarmen/Armen，Blicks/Geschicks，また
5．においても Diebe/Liebe，Gewinn/bin; geben/Leben の韻は踏襲され
るほか，berauben/glauben, Wahl/bestahl，Verarmen/Armen, reich/ glei-
ch という念の入った押韻には暗示的意味が込められていよう。
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6．舞台袖のモノローグ 1　（ハーテム）
Der Liebende wird nicht irre gehn,
Wär’s um ihn her auch noch so trübe.
Sollten Leila und Medschnun aufertehn,
Von mir erführen sie den Weg der Liebe.
人を愛している男は，あたりがいかに暗かろうとも
道に迷ったりはしない。
ライラとメジュムが蘇ることがあれば
この私から彼らは愛の道を教わることができようものを。
詩 5 でズライカの決然と朗らかな言葉を聞き，彼女の愛を確信したハー
テムは俄然，自信と勇気を得て，恋の道の行き難さはハーフィスも歌うと
ころながら6），今の自分なら，熱愛する恋人ライラから無理矢理引き離さ
れて恋の闇に惑うベドウインの青年メジュナムにさえ道案内をしてやれよ
うものを，と歌う。これはズライカに向けてというよりは，いわばふと舞
台袖に退いてのハーテムの独り言と取りたい。
7～8．問答その（2）──謎解き（1）波間に落ちた指輪の夢
SULAIKA
Als ich auf dem Euphrat schiffte,
6）　Welch ein seltner Pfad! /Der Liebe Pfad, /Wo der Führende selbst/Verwirrt ist. 
（恋の道とは何と奇妙な道であることよ，そこは案内人ですら行き惑う，ハー
フィス；Ghasel dal 90, I, 335）
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Streifte sich der golden Ring
Fingerab, in Wasserklufte,
Den ich jüngst von dir empfing. 
Also traumt’ ich, Morgenröthe
Blitzt in’s Auge durch den Baum,
Sag Poete, sag Prophete!
Was bedeutet dieser Traum?
ズライカ
ユーフラテス河で舟遊びをしていましたら
金の指輪がするりと
手指から抜けて波の裂け目に落ちました，
先日あなたから頂いたばかりの指輪です。
そんな夢を見たのです，暁の光が
稲妻のように樹の間を抜けて目に入りました。
仰って下さい，詩人よ，預言者よ，
この夢は何を意味するのでしょうか？
HATEM
Dies zu deuten bin erbötig!
Hab’ ich dir nicht oft erzählt
Wie der Doge von Venedig
Mit dem Meere sich vermählt.
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So von deinen Fingergliedern
Fiel der Ring dem Euphrat zu.
Ach zu tausend Himmelsliedern
Süßer Traum begeisterst du!
Mich, der von den Indostanen
Streifte bis Damascus hin,
Um mit neuen Caravanen
Bis ans rothe Meer zu ziehn.
Mich vermählst du deinem Flusse,
Der Terasse, diesem Hayn,
Hier soll bis zum letzten Kusse
Dir mein Geist gewidmet seyn. 
この謎ときはわたしに任せてほしい！
何度か君に話したよね，
ヴェニスの提督がどんな風に自分を
海と娶せるか？
そんな風に君の指の間から指輪は
ユーフラテス河にすべり落ちたというのだね。
あぁ，何という甘美な夢，千もの素晴らしい歌へと
わたしを高揚させてくれることか，君は！
インドスタンから
ダマスカスまで渡り行き，
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新しい隊商とともに
紅海にまで行こうというわたし，
そのわたしを，君は君の河に
このテラス，この苑に娶せるのだ，
ここにこそ，最後の口づけに至るまで
わたしの精神は捧げられてあれ！
ズライカが夢に見たという出来事，すなわち，舟遊びをしているとハー
テムから贈られた大切な指輪がするりと彼女の手から抜けてユーフラテス
の波間に落ちてしまったという訴え（詩 7）を聞いたハーテムは，即座
に，ヴェニスの提督が海に指輪を投げて自分の町と海のさらなる密な結び
つきを願う年中行事を思い出させることで，彼女の不吉な夢をむしろ吉兆
に解釈して相手を安心させようとする。つまり，「海に落ちた指輪は二人
の結びつきをより強いものにするはずです，世界の果てから果てまで旅を
する商人であるわたしの心を，その指輪はこの君の河，君のテラス，君の
この苑に永遠に結び付けるのです」と言って，ズライカを安心させようと
するのだ（詩 8）。
8 月 12 日からゲーテはボワズレー（Sulpiz Boisseree, 1783-1854）と
共にフランクフルトのヴィレマー家の客となり，9 月 12 日から 17 日ま
で，ゲルバーミューレに滞在の後，二人の客は 18 日早朝 5 時に夫妻に最
終的に別れを告げて，ダルムシュタットを経てハイデルベルクに向かう。
詩 7，8 はその前日，17 日に書かれたという成立の事情を考えれば，詩
7 は別れを前にしたマリアンネの不安を表現したもので，第 2 節，Mor-
genröthe, Poete, Prophete は，Hatem というより，Goethe への呼びかけ
であるとは，夙に研究者たちの指摘するところである。だがハーテムとズ
ライカの恋がようやく始まったばかりのこの位置にこの問答が置かれるな
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ら，この詩は，二人の恋が早くから別離の不安と背中合わせであったこと
を暗示するものとなる。しかし，詩 8 においてハーテムは波間に落ちた
小さな指輪を機転の中軸として，ユーフラテス船上から西のヴェニスに想
像の翼を広げさせ，インドスタン，ダマスカス，紅海と，東から西へと大
きく虹の輪をかけてその間に広がる世界を眼前に彷彿させたあと，ズライ
カのいる岸辺のテラスに視点を収束，そこにこそ「最後の口づけにいたる
まで，わたしの心はささげられてあれ！」として，ズライカを安心させよ
うとするのである
9．舞台袖のモノローグ　（ズライカ）
これから見る二つの詩（詩 9，10）は，ハーテムとズライカの相対して
の問答ないし対話というよりは，それぞれの独白でありつつ，どこかで響
き合っている「交唱」（Wechsel）であると言えよう。
Kenne wohl der Männer Blicke,
Einer sagt: ich liebe, leide!
Ich begehre, ja ver zweifle!
Und was sonst ist kennt ein Mädchen.
Alles das kann mir nicht helfen;
Aber Hatemn! Deine Blicke
Geben erst dem Tage Glanz.
Denn sie sagen: Die gefällt mir,
Wi emir sonst nichts gefallen.
She ich Rosen, she ich Lilien,
Aller Gärten Zier und Ehre,
So Cypressen, Myrten, Veilchen,
Aufgeregt zum Schmuck der Erde.
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Und geschmückt ist sie ein Wunder,
Mit Erstaunen uns umfangend,
Uns erquickend, heilend, segnend,
Daß wir uns gesundet fühlen,
Wieder gern erkranken möchten.
Da erblicktest du Sulaika
Und gesundetest erkrankend
Und erkranketest gesundend,
Lächeltest und sahst herüber
Wie du nie der Welt gelächlet.
Und Suleika fühlt des Blickes
Ewge Rede: Die gefällt mir
Wie mir sonst nichts gefallen. 
男たちの視線をわたしはよく知っているわ，
ある視線は言うの，僕は愛している，苦しんでいる！
僕は渇望している，いや，絶望している，と。
娘としてそのほかにもいろいろ知っているけど，
そのどれもわたしの助けにはならない，
どれもわたしの心を動かしはしないわ。
でもハーテム！あなたの視線は
一日にようやくひとつの輝きを与えるのよ，
なぜってそれは言うのですもの，あの娘は俺の気に入る，
他の何物も叶わぬほどに，と。
すべての庭の飾り，誉である
薔薇を見，百合を見，
同様に大地を装飾する
─ 79 ─
杉を，ミルテを , すみれを見る。
そのように飾られた大地はひとつの奇跡。
讃嘆をもってわたしたちを囲み，
わたしたちに新たな命を与え，癒し，祝福するので
わたしたちは健やかになったのを感じて
もう一度，病気になりたく思うほど。
そんな中，あなたはズライカを見る。
そして健やかになりつつ病に陥り，
病に陥りつつ健やかになり，
微笑んでこちらを見やり，
世界に対しては絶えて見せないほどに微笑むのよ。
するとズライカはその視線の語る
永遠の言葉を感じ取るの，あの娘は俺の気に入る，
ほかのどんなものも叶わぬ程に，という言葉をね。
この詩の成立は遅く，1817 年 12 月である。ここで言葉を発している
のは年若い少女ではない。あるいは年はたとえ若くても，男たちの視線を
あまた浴びて来て，その意味をつぶさに知り，分別を身に着けている一人
前の女性である。彼女は言う。他の男たちの視線がいわば己の感情にばか
りかまけてそれを訴えて来るのに比べ，ハーテムの視線は，「この世界を
美しくしているすべてのものにも勝って，ズライカという娘は自分の気に
入る！」と語っている，つまり，ハーテムの視線は相手の女性にひたと心
を向け，その価値を愛でることを知っている男の視線である。ズライカは
自分の価値，美しさを認めて称えるその視線を受けて，晴れやかな，誇ら
しくも嬉しい気持ちになるのだ。
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10．舞台袖のモノローグ　（ハーテム）
GINGO　BILOBA
Dieses Baum’s Blatt, der von Osten
Meinem Garten anvertraut,
Giebt geheimen Sinn zu kosten,
Wie’s den Wissenden erbaut.
Ist es Ein lebendig Wesen?
Das sich in sich selbst getrennt,
Sind es zwey? Die sich erlesen,
Daß man sie al seines kennt.
Solche Frage zu erwiedern
Fand ich wohl den rechten Sinn;
Fühlst du nicht an meinen Liedern
Daß ich Eins und doppelt bin?
はるか東方からわたしの庭に委ねられた
この樹の葉は
智者の心を高めるような
秘密の意味を味あわせてくれる。
これはひとつの生ける命でありながら
自らのうちで二つに分かれているのだろうか？
それとも二つの命であって互いを選び，
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一つと見えるほどに結ばれているのだろうか？
そのような問に答えるにおそらくは
ふさわしい感覚をわたしは見出した。
わたしの歌の中に君は感じ取らないだろうか，
わたしが一つであって二つであるのを？
東方から 18 世紀に西洋に伝わった銀杏の樹7）の不思議な形状を持つ葉
を手に，詩人は思いを巡らしているのだが，詩の第二節をなす 4 行がお
そらくは最初に作られたと推測されている。この 4 行（もしくはその前
段階のひょっとするとまだ韻文になってはいないもの）をゲーテは，
1815 年 9 月 15 日，銀杏の葉に添えて，フランクフルト市内からライン
対岸のゲルバーミューレにいるマリアンネ・ヴィレマーに送った8）。「友
情のしるし」としてこれらを贈られたマリアンネは，真ん中に深い切れ目
はありながら一枚の葉である銀杏の葉の形状の不思議に事寄せて，「これ
はちょうどわたしたち二人のようではありませんか？」と謎かけをし，二
人の結びつきの深さを伝えようとする詩人の気持ちをちゃんと感じ取って
いたであろう。
ゲーテはしかしもう 18 日朝にはヴィレマー夫妻に別れを告げ，ボワズ
レーと共にダルムシュタットを経てハイデルベルクに赴く。そしてこの地
で東洋学者のパウルス（Heinrich E. G. Pauls, 1761-1851）と交わってア
ラビア語の文字を教わったり，神話学者のクロイツァー（Carl Friedrich 
7）　18 世紀にオランダ人学者の G. Kaempfer が西洋に伝えた。中国名「銀杏」
（Ginkyo）が，植字工の誤りで Gingko となり，それをゲーテがさらに Gingo と
書き誤って後に気が付いたがそのままにしたと言われる。
8）　同日のボワズレーの日記の記述からこのことは知られているが，詩そのもの
は残っていない。
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Creuzer, 1771-1858）と古代神話の象徴性に関する議論をするなどして
日を過ごしていた。そこに 23 日，ロジーネ・シュテーデル（ヴィレマー
の最初の妻の娘）と夫ヴィレマーに伴われてマリアンネが突然姿を現す。
そしてゲーテとの短く切ない逢瀬の後，26 日，彼女は一行と共にフラン
クフルトに帰った。
ハイデルベルク滞在の間に第一節と第三節が付け足された詩 
”
Gingo 
biloba“（現在，我々も知るヴァージョン） を，ゲーテは，9 月 27 日，表
向きはロジーネに宛てた手紙に添えて改めてマリアンネに贈った。三連の
この詩成立のきっかけを与えたのは，上記の神話学者クロイツァーとの議
論であったという。 
”
Symbolik und Mythologie der alten Völker, beson­
ders der Griechen“（「古代民族，特にギリシャ人における象徴と神話」，
1812 年）の著者で，ホメロスやヘシオドスの伝える神話の源泉にアジア
の神話があると主張していたクロイツァーは，この時，ハイデルベルク城
の公園（または銀杏並木の通り？）を散歩しながらゲーテに，「ギリシャ
神話の神々はすべて二重の意味を持つこと」を説明しようしていた。クロ
イツァーの弟子 Gustav Parthey が師から聞いたとして伝えるところによ
れば，「この二重性は，必ずしもいつも容易に見出されはしないにせよ，
古代のすべての神話に普遍的なものであり，信者には言葉の厳密な理解で
十分であり，智者にはそのより高い意味が秘儀の形で開き示された」（Den 
Glaubenden genüge das strikte Wortverständnis, den Wissenden ward der 
höhre Sinn in geheimen Weihen aufgeschlossen，（Reclam., 786f，下線は
筆者）というクロイツァーの説明に聞き入っていたゲーテは，その時たま
たまその傍を通りかかった銀杏の樹のところにふと立ち止り，葉を一枚
とって，「ちょうどこの葉のように一にして二なのですね，と言った」と
いう。
東洋原産である銀杏の樹の不思議な葉の形に想いを巡らし意味を考えて
いたゲーテは，ギリシャ古代の神々の意味の二重性，象徴性に関するクロ
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イツァーの説明を，ふと自分の文脈で理解したのであろう。そして，上に
引用したクロイツアーの主張の後半部を変形して第一節に取り入れ，さら
に，二節の問いの答えを見出す感覚を自分はまさに見出したように思う，
と三節初めの 2 行で述べた後，3，4 行目で，「そのような二重性は自分の
詩の中にも見出されるのではないか」と，詩の読み手に問いかけるのであ
る。
この詩が同封されたロジーネ・シュテーデル宛の手紙がなかなか面白
い。
「（……）（1）ハイデルベルクの高名な学者たちと話したのですが，
彼らは，目の前にあり手に取ってみることのできるものはそれとして
享受されてよいが，同時にそれらがさらに深遠な意味を隠し持ってい
ることを忘れてはならない，と主張します。（2）それを聞いてわた
しは，いささか軽率かもしれませんが，次のように考えるのです，つ
まり，一番いいのは，友人や愛する人々がさまざまな意味をそこから
読み取ったり，そこに読み込んだりする自由が持てるよう，まったく
意味不明のものを書き送ることかな，と。（3）あの不思議な葉に関
してはすでにその散文的解釈によって一定の理解を得ていますので，
今，ここにその韻文訳をお届けしましょう。」（Reclam., S. 786，下線
は筆者）
下線部（1）はハイデルベルクの学者の主張を自分の言葉で要約し，中
間部（2）は，ちょっとおどけて，なるほど，真面目な古典学者たちにあ
あでもない，こうでもないと考えさせるには，謎めいた詩を書いて送るの
がいいのかもしれない，と茶化して見せると同時に，手紙の名目上の受取
人（ではあるが詳しい事情は分かっていない）ロジーネや，おそらくはそ
の目にも触れるであろうヴィレマーを妙な議論で煙に巻く一方，下線部
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（3）ではこの手紙の真の受取人であるマリアンネに対して，「あなたには
この詩の真意はお分かりですよね」と目配せをしているのだ。冗談めかし
た韜晦，複数の異なる性質の受取人を意識しながらおふざけと本気をこと
もなげに混ぜ込んだこの軽い筆遣いの手紙は，ゲーテの老獪さを余すとこ
ろなく示す。
さて，謎めいて見える詩句から「さまざまな意味を読み取ったり，読み
込んだりする」のは「友人，愛する人々」だけではなく，このような詩を
読み，解釈しようとする文学愛好家や研究者も，それに似た存在としてこ
こで一緒にからかわれているであろう。とすれば，それを承知の上で，私
自身もこの詩をどう読もうとするのか，何を「読み込み」，何を「読み取
ろう」とするのか，解答を試みなくてはなるまい。特に次の 2 行につい
て考えてみたい。
Fühlst du nicht an meinen Liedern
Daß ich Eins und doppelt bin?
わたしの歌の中に君は感じ取らないだろうか，
わたしが一にして二であるのを？
伝記的に読むなら「君」はマリアンネであるが，彼女とても，この間に
ゲーテとの再会，短い逢瀬の至福，そしてその後の再度の（そして事実上
最後となる）哀切な別れ9）を体験しているのであるから，9 月 15 日に初
めて 4 行の短詩を受け取った時と同じ気持ちでこの詩を読むことはでき
なかったのではないか。別離の後もゲーテとまごころ誠意のこもる文通を
9）　この間に成立した数々の美しい詩（
”
An vollen Büchelzweigen“, 
”
Wiederfin-
den“， 
”
Vollmondnacht“， 
”
Suleika: Was bedeutet die Bewegung?“, 
”
Suleika: Ach, um 
Deine feuchten Schwingen“ 等々）については後に詳しく論じたい。
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続け10），生涯，決して恨み言を言わなかったマリアンネ11）ではあるが，
ゲーテが別の意味で「一にして二」であることを誰よりも良く理解したの
ではないか。ゲーテは所詮，彼女だけのゲーテではあり得ないのだ。
伝記を離れて「ズライカの巻」の文脈にこの詩を置けば，この「君」は
ズライカである。ズライカであれば，「指輪の詩」で見たようにハーテム
との別れの予感・不安はあるにせよ，この段階ではそれはまだ決定的なも
のではないゆえに，ハーテムが「わたし」と言う時，彼の心中には常にズ
ライカがいるのだから「わたしは一にして二であり，僕たちは二にして一
なのだ」という意味に受け取って，慰めを覚えることは可能であったろ
う。
しかし厳密に言えば，この 2 行の主語は「僕たち」ではなく，「わたし」
である。「わたし」自身が「銀杏の葉のように」，「一つにして二つ」であ
ることが「わたしの歌」から「君にも」感じ取れないだろうか，と言って
いるのである。これはどういうことであろうか。「はるかな東方からわた
しの庭に託された」銀杏の葉を手にしてその形状の不思議について思い巡
らしているのは「西方の詩人」である。彼は隊商と共にオリエントにやっ
て来て，「ズライカの巻」の冒頭で仮面をつけ，自らに「ハーテム」とい
う名をつけてズライカと相対しているのであった。とすれば，Eins und 
Doppelt とは「西方の詩人」にして「ハーテムを名乗る男」でもある二重
性と取れる。
古代ギリシャの神々はその起源を東に持つという神話学者クロイツアー
の主張を思い起こせば，「東洋を内に抱え込んでいる西洋」という意味か
10）　Weitz 編，ゲーテとヴィレマー夫妻の書簡集参照。
11）　A. Muschg は，文学作品としての『ディヴァン』を最高度に評価しつつも，
それら数々の美しい詩の背後にはマリアンネという「生身の人間に対して行わ
れた略奪」があったことに目を閉ざすわけにはゆかないと指摘する。（Goethe 
als Emigrant 参照）
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も知れないし，また，クロイツアーの「象徴論」，すなわち，「眼に見える
形を持つもの」は同時に「それが象徴するもの」でもある，という主張を
思い出せば，ズライカの目の前にいるハーテムを名乗る男は，生身の人間
であると同時に「詩人」という存在，典型でもあることを意味するかも知
れない。
しかし，ここで呼びかけられている「君」を詩の読者と取れば，どう読
めるであろうか。読者は，「ズライカの巻」の中で歌っているのは，終
始，ハーテムの仮面をつけたゲーテ，「ハーテム = ゲーテ」であることを
知っていて，詩の中では常にこの二つの声が時に対話し，時に相和して響
き合うのを聞いているのであり，詩の中の「わたし」はその意味で常に
「一にして二」であると解釈できる立場にある。
読者はまた，マリアンネやズライカに比べて当事者ではない分，一つの
利点を持つ。彼は局外にあって，そこから巻全体，詩集全体を俯瞰し，成
立事情を含めて他の詩との関連を考えることができる。たとえばこの詩
は，成立はこの詩より前（9 月 24 日）ながら「ズライカの巻」の終わり
近くに置かれた壮大な詩 
”
Wiederfinden“ （これについては稿を改めて論ず
る）と深く関わると考えることが彼にはできる。そうすれば，「一にして
二」であるのは，太初には混沌たる「一」であったものが，「成れ！」と
いう神の言葉と同時に，大きな痛みを覚えつつ相別れて現象世界となり，
光と闇，昼と夜，東と西，男と女のごとく「二」となったのであり，愛し
合う男と女も現象世界では二であらざるを得ないままに互いを乞い求め，
愛を信じて存在し続けなくてはならないこと，そうしてその姿のままに
「喜びにおいても悩みにおいても典型でなくてはならない」ことを意味
し，銀杏の葉こそはその象徴であると，詩人は考えているのではないか，
そんな風に解釈することができるのである。結論は出ないが，紙数も尽き
たので，この稿はここで止めることにしたい。
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